
    
 

 

記者会見 開催のお知らせ 

「東京大学 ライフスタイル認証に関する社会連携講座の設置」 

 

 

１． 会見日時：平成 30 年 10 月 10 日（水）11:00～12:00（10:30 受付開始） 

   

２． 会見場所：東京大学本郷キャンパス 理学部 1 号館 中央棟 2 階 小柴ホール第 4 会議室  

（文京区本郷 7-3-1）※別紙参照 

３． 出席者：  

東京大学： 

石川
いしかわ

 正俊
まさとし

 東京大学 大学院情報理工学系研究科長、創造情報学専攻 教授 

山口
やまぐち

 利
り

恵
え

 東京大学 大学院情報理工学系研究科 ソーシャル ICT 研究センター 特任准教授 

連携企業（敬称略、順不同）： 

鳴
なる

川
かわ

竜
りゅう

介
すけ

  三菱 UFJ ニコス株式会社 常務執行役員兼チーフ・テクノロジー・オフィサー 

坂井
さ か い

 和則
かずのり

 凸版印刷株式会社 常務執行役員 

加茂
か も

井
い

 薫
かおる

 三菱電機インフォメーションシステムズ株式会社 取締役 

池田
い け だ

 尚司
ひ さ し

 株式会社日立製作所 研究開発グループ システムイノベーションセンタ センタ長 

 

【司会】     

小林
こばやし

 直樹
な お き

 東京大学 大学院情報理工学系研究科 副研究科長、コンピュータ科学専攻 教授 

 

 

この度、標記についての記者会見を開催します。会見に引き続き、同会場に於いて 12:00 よ

り報道関係者の方を対象として、ライフスタイル認証に関する都市模型を用いたデモンストレ

ーションを実施いたします。 

また、本講座の開設に際し、引き続き 13:30 より小柴ホールに於いて「東京大学大学院 情

報理工学系研究科 ソーシャル ICT 研究センター主催シンポジウム：個人データ解析・流通と

今後の社会システムの在り方（以下、公開シンポジウム）」を開催いたします。 

つきましては、本件について当日の取材等を是非お願いいたしたく、ご案内申し上げます。 

 

４．発表のポイント 

 ◆東京大学は、本年 8 月 1 日付で「次世代個人認証・行動解析技術社会連携講座」を設置し、 

10 月 10 日の公開シンポジウムを皮切りとして、平成 35 年 7 月 31 日まで 5 年計画の活動

を開始することになりました。 

 ◆本講座は、「次世代個人認証技術講座（三菱 UFJ ニコス寄付講座）」（注 1）において研

究開発された「ライフスタイル認証（注 2）」技術を基軸に、次世代個人認証技術の確立

と、その社会実装に向け、ユーザにとって使い易く優しい情報セキュリティ技術の確立を

目指します。 

◆本講座では、先端研究の社会実装に関係する研究者や技術者等の社会人、および、学生の

社会プロジェクト参画等、ICT 活用による価値創造を担う人材の育成にも貢献します。 



５．発表内容：  

 国立大学法人 東京大学（総長：五神真、以下、東京大学）大学院情報理工学系研究科（研究

科長：石川正俊、以下、情報理工）は、ライフスタイル解析を活用した次世代個人認証技術の

確立とその社会実装に向け、三菱 UFJ ニコス株式会社（代表取締役社長：井上治夫、以下三

菱ＵＦＪニコス）、凸版印刷株式会社（代表取締役社長：金子眞吾、以下凸版印刷）、三菱電

機インフォメーションシステムズ株式会社（取締役社長：牧野 友明、以下 MDIS）、株式会

社日立製作所（執行役社長兼 CEO：東原敏昭、以下日立）の 4 社と共同で、「次世代個人認

証・行動解析技術社会連携講座」を平成 30 年 8 月 1 日に開設、今後 5 年間に亘り、研究開発

を進めてまいります。この「次世代個人認証・行動解析技術社会連携講座」は、平成 25 年に

ソーシャル ICT 研究センター（当時センター長：國吉康夫、現センター長：中田登志之）に設

立された「次世代個人認証技術講座（三菱 UFJ ニコス寄付講座）」における研究方針および

研究成果を引き継ぎ、社会イノベーションの先導を目指すものです。 

 

近年、電子商取引の利用の拡大は目覚ましいものがある一方、クレジットカードの不正利用

等も同じように増加している傾向があり、まだまだ抜本的解決策が見つかっていない現実があ

ります。先の次世代個人認証技術講座は、この点について世界的にも先駆的な取り組みとして、

知識・所持・身体的特徴に続く第四の認証手法であるライフスタイル認証という新たな認証手

法の研究を精力的に続けて参りました。この手法の学術的な検討を深耕していくと共に、真に

利用される技術として展開していくために、今回の社会連携講座を発足いたしました。あわせ

て、このようなライフスタイルを見いだすためのライフログデータに関する解析技術は、ＡＩ

技術の普及と共に目覚ましい発展が求められています。この発展により、より個人の趣味趣向

やライフスタイルに沿ったサービスの提供が可能となります。 

本社会連携講座は、中田登志之特任教授（兼担：ソーシャル ICT 研究センター センター長 教

授）、及び、旧次世代個人認証技術講座にて研究を遂行してきた山口利恵特任准教授が運営・

研究開発に従事します。 

 

また、国内でのサービス展開に大きな実績を持つ三菱 UFJ ニコスと凸版印刷が本研究の必

要性やビジネス展開を検討、日本を代表するシステム開発実績を持つ MDIS と日立が基盤を構

築し、国内外の社会基盤となったインターネット上での簡便な認証を基盤とした社会システム

の実現を行います。この社会システムの構築は、東京大学、システム開発企業、並びに、サー

ビス企業が連携して一気通貫を目指すことのできる世界でも類を見ない研究プロジェクトとな

りました。このようなサービス展開を行うことで安全・安心、快適な社会の実現に貢献します。 

 

 

６．注意事項： 

記者会見にて発表の為、以下の日時まで公表はお控えください。 

テレビ、ラジオ、インターネット：平成 30 年 10 月 10 日（水）正午 

新聞：平成 30 年 10 月 10 日付 夕刊 

 

 

 

 

 



７．問い合わせ先：  

（講座に関すること） 

東京大学大学院情報理工学系研究科 

ソーシャル ICT 研究センター 

特任准教授 山口 利恵（やまぐち りえ） 

電話：03-5841-8650（センター直通） 

E-mail：contact@sict.i.u-tokyo.ac.jp 

 

（報道に関すること） 

東京大学 大学院情報理工学系研究科 

広報室 

担当：安藤 

 

三菱 UFJ ニコス株式会社 

広報ＣＳＲ室 

担当：小坪 

 

凸版印刷株式会社  

広報部 

担当：島田 

 

三菱電機インフォメーションシステムズ株式会社 

業務課（広報担当） 

担当：鎌田 

 

株式会社日立製作所  

ブランド･コミュニケーション本部 広報・IR 部 

担当：丸谷 

 

 

８．関連発表 

東京大学プレスリリース: 

「東京大学大学院情報理工学系研究科ソーシャル ICT 研究センター主催『シンポジウム：個人

データ解析・流通と今後の社会システムの在り方』開催のお知らせ」（平成 30 年 S 月 3 日） 

https://www.u-tokyo.ac.jp/content/4000S8667.pdf  

 

 

 

 

 

 

 

 



９．用語解説：  

（注 1）「次世代個人認証技術講座（三菱 UFJ ニコス寄付講座）」：産官学の密な連携による

オープンスパイラル型研究を通じて、さまざまな社会インフラに適用できる真に有用な個人認

証技術を確立する事を研究の目的とした寄付講座。国内外の社会基盤となったインターネット

上での電子決済を支え、国際標準とも成り得る真に有用な個人認証技術を確立し、安全・安心、

かつ利便性の高い電子商取引の実現等を目指して、平成 25 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 

日まで東京大学に設置された。 

http://www.sict.i.u-tokyo.ac.jp/members/nicos/ 

 

（注 2）「ライフスタイル認証」：個人の生活習慣（ライフスタイル）を利用することで、利

用者が負荷なく認証を行える手法。スマートフォンなどさまざまな ICT 技術を使った個人ごと

の利用履歴（ライフログデータ）を用いて認証を行う。このライフログを活用し、個人の生活

習慣で認証することをライフスタイル認証と呼ぶ。 例えば、スマホの位置情報を使い、自宅や

職場など普段の行動範囲から離れていないか、いつもと違う行動をしていないかを判定する事

で認証を行う。 

http://www.sict.i.u-tokyo.ac.jp/research/lifestyle.html 

     



別紙 

 

 

【会場地図】東京大学本郷キャンパス 理学部 1 号館中央棟 2 階（文京区本郷 7-3-1） 

 記者会見・デモンストレーション：小柴ホール 第 4 会議室 

 公開シンポジウム：小柴ホール 

   

 


